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一小の校内研修（一人１授業・中期指導主事学校訪問 授業研究会） 

 
算数科の学習 

 

令和３年１１月１９日（金）第２校時 １年２組 

＜単元名＞ ひきざん  

＜学習について＞ 

 この単元は、次のような力を育てることをねらいとしています。 

 

 

 

この学習は７時間予定で、本時は３時間目です。本時のねらいは次の通りです。 

 

活動１ 前時の話合いを振り返り、今日の話合いの見通しをもつ。 

                   

 

 

 

 

 

 

 今日の学習は計算

ができるようになる

ことではなく、「計算

の仕方を説明する」

という思考力や表現

力を育てる学習です。 

 １０いくつから１位数をひいて差が１位数になる減法について、「１０といくつ」

と見る見方などに着目して計算の仕方を考え、計算することができるようにする。 

 

 １０いくつから１位数をひいて差が１位数になる減法について、図やブロック

を操作し考えることを通して、被減数の一の位からひく計算の仕方を理解し、説

明することができる。 

 実際に卵を使って生活の中によ

くある一場面であることをとら

え、それをブロックに置き換えて

問題をしっかり把握しました。 

 

 学習のめあて

をつかんで、自

分で学習を進め

ていました。 
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活動２ 12－3 の計算の仕方を自分で考え、発表しあう。 

 タブレット端末を使って児童のノー

トを撮影し、教材として提示すること

は効果的な支援となります。 

友だちの考えを参考にしてしっかり

自分の考えを書いていました。 

活動３ 学習のまとめをし、適用問題を解く。 

 新しく学

んだ考え方

を使って、練

習問題「13-

4」を解いて

いきました。 

説明の仕

方が身につ

いているか

を確かます。 

 
 

 

 

 たくさんの児童が手を挙げています。だんだんと上手に発表できるようになってきました。 

 

 TVには児童のノートが移っ

ています。これを紹介して児童

の思考を促したり補足説明をし

たりしました。 
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授業研究会の様子です。指導主事はオンラインで参加しました。 

 

 ブロックを

操 作 し な が

ら、計算の仕

方を上手に説

明できるよう

に な り ま し

た。 

 ほかの児童

もしっかりと

聞いていまし

た。 


